
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 9/27(水)～11/5(日)の期間に松江市内２９すべての公民館で文化祭等が

開催されました。コロナ禍の約３年間は、中止や展示のみという状況が多かった

ですが、今年度は、どこの文化祭も活気あふれるものになっていました。コロナ

禍前の状態にすべてが戻ったという訳ではないですが、工夫され、地域のつな

がりがより深まっていたように感じました。 

 また、公民館の方を中心に地域の方々のボランティアで文化祭の運営は成り

立っていますが、子どもたちもボランティアとして参加している姿もたくさん見る

ことができました。子どもたちが地域のために活動し、大人たちが支え、子ども

たちが地域の中で育つ。子どもたちが学び、成長する場が地域にあることはと

てもありがたいことです。あわせて子どもたちの活躍で大人も地域も元気をもら

います。すべてではありませんが、小・中・大学生の活躍を紹介します↓ 

 玉湯公民館の文化祭では、玉

湯学園９年生全員が２日間模擬店

をすることが伝統となっています。

豚汁・焼き鳥・フランクフルトなどに

加え、イベントのサポートもしていま

す。松江っ子体操を一緒にダンス。 

 

 城西公民館の文化祭では、松

江一中生が子ども向けイベントを

夏から計画し、自分たちですべて

作り上げます。今年は、新聞紙プー

ル・お化け屋敷・ヨーヨー釣り・射

的・竹とんぼ作り・くじびきを実施

し、大盛況でした。 

 鹿島公民館の文化祭では、『社

会教育士』になるための学生８人

が、地域にできることは何かを考

え、的当て・モルック・キャンドルア

ートを企画しました。子どもへの接

し方抜群に上手でした。 

 生馬公民館の文化祭後に3年

目となる「生馬行燈」が開催され

ました。生馬小５・６年生が中心と

なって企画し、今年は行燈に加え

温かい豚汁を来場者にふるまい

ました。この取組は清心養護学

校・松江高専・浜佐陀灘絵手紙

教室が協力し、生馬青少協が支

えています。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お問い合わせ先 

生涯学習課（山田祐司） 

TEL  55-5288 
FAX  55-5543 
E-mail:s-kikaku@city.matsue.lg.jp  E-mail:manabi@city.matsue.lg.jp 

お気軽にご連絡ください！ 

学校教育課 

 学び推進係（林 和博） 

TEL  55-5341 
FAX 55-5251  

バックナンバー

はこちらから 

 昨年度の１月に実施した湖北中学校区ジュニアリーダー研修（新生徒会

対象）で考えた４つの企画を３年生になり、各地区で実践しました。このリー

ダー研修は１９年目を迎え、中学生が自分たちで考え、地域で実践をする形

を続けています。各公民館や各地区青少協、地域学校コーディネーター（金

坂さん、長野さん）のサポートを受け、中学生は地域で『実行力』を磨いてい

ます。毎年いろいろなアイディアが出て、中学生の発想に驚かされます。 

7/29 秋鹿地区で実施した 

「ドキドキ♡真夏の大冒険」 

小学生に肝試しコースを説明 

8/8 古江地区で実施した 

「Let’s think～みんなで事件解決～」 

湖北中校舎内の教室をまわりながら
クイズに答え、謎解きゲームを実施 

10/7 大野地区で実施した 

「fall hiking in 本宮山～つかもう健康～」 
小学生から高齢者みんなで交流しな

がら登山をしました 

11/12 古江地区で実施した 

「寿スクールⅢ」 

体育、社会、音楽、国語の時間割

で実施（写真は社会○×クイズ） 

１１月２８日（火）、学園教育推進会議会長や学校運営協議会会長・委員の皆様、学

校管理職や地域学校コーディネーターが一堂に会し、「松江市地域学校協働本部連絡

協議会」を開催しました。NPO 法人スクール・アドバイス・ネットワーク理事長 生重幸恵

さんを講師に「コミュニティ・スクール・協働本部の役割」と題しての講演や学園ごとの協

議を行いました。 

参加者からは、「地域のいろいろな人たちができることをできるときにやっていくことを

学校、公民館、地域でつくり、広がっていくように、活動を広めていきたい。」「非常に興味

深い話を聞くことができ、参考になった。どこから手をつけてよいのか、ご示唆をいただい

たように思う。自分の考えている幅を広げてもらったように感じた。」「コミュニティ・スクー

ルが進んでいると思われるところの実践をもっと知りたい。」などの感想がありました。 

松江市では、地域学校協働本部と学校運営協議会や学園教育推進会議が連携した

効果的な取組となるように、また、地域と学校がそれぞれの立場での役割を自覚し情報

共有を図ることで、双方向の連携・協働を推進していけるよう支援していきます。地域学

校協働本部や学校運営協議会等の取組が、少しずつゆるやかな関係で充実していくこ

とを期待しています。 

mailto:s-kikaku@city.matsue.lg.jp
mailto:manabi@city.matsue.lg.jp

